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           最初の信号手前です。 

←姉ヶ崎              八幡宿→ 

 
 
 
 
 
 
 
  平成通り         東京電力 

              
来所相談 ９：００～１７：００  

電話相談  ２４時間受付 

は 

一人で悩まないで ・・・！ 

 「介護に疲れてしまった」「福祉のサービスを受

けたいけど、制度が分からない」「うちの子、ちょ

っと違う?!」そんな悩みを抱えた方から相談が寄

せられます。 

その第一声は、「どこへ相談したらいいのか分か

らなくて」「こんな相談を聴いてもらえるのか」

一 緒 に 考 え ま し ょ う！ 

福祉に関する相談を24時間365日体制で受け付

ける機関が中核地域生活支援センター「いちはら

福祉ネット」です。私たちは、ワンストップ（た

らい回しにしない）で受け止め、その人に合った

解決策を一緒に考えていきます。         

                        

― 通 
信

と 

ご あ い さ つ 

いちはら福祉ネットは、今年度より千葉県から『中核

地域生活支援センター事業』を受託しました。 

「だれもが、ありのままにその人らしく、地域で暮らす

ことができる」地域社会の実現に向け、民間の生活支援

の拠点となれるよう活動していきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。  

所 長  大 戸 優 子

―１－ 



いちはら福祉ネット はーと通信～２００６．１０．２５発行 vol.1～ 

 

 

 

 

 

 

 「社協（しゃきょう）」という略称で親しまれて

いる社会福祉協議会とは、社会福祉法に基づき、全

国・都道府県・市町村ごとにそれぞれ組織され、地

域福祉の推進役として位置づけられた、住民主体を

原則とした公共性を有する「民間団体」です。 

 市原市地域福祉計画では牽引役として、住民ニー

ズをしっかり把握した中で「様々な問題を抱えた人

を見過ごすことなく、地域で安心した生活が可能に

なるよう、一人ひとりの生活を総合的に支援してい

く」ための実践活動を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 みなさんが暮らしている街を見渡すと、様々な問題や課題が見えてきませんか？介護が必要な一人暮ら

しのお年寄り、介護が大変そうな家族、子育てに悩んでいるお母さん、災害時への不安など・・・このような問

題や課題を地域で出来るところから解決していこうというのが、現在「社協」が策定を進めている「市原市地

域福祉活動計画」です。名前は、難しそうですが小学校区を「小域福祉圏」という単位として、その中にある

町会・自治会、福祉施設、医療機関、ＮＰＯ、ボランティア、老人クラブ、商店会、教育機関が地域や機能の特色を

生かして「支えあい・助け合いネットワーク」を構築するものです。近年では、阪神・淡路大震災や新潟中越地

震で地域のネットワークが多くの人命を救ったことは記憶に新しいところです。出来ないことや難しいことを

するのではなく、地域で暮らす私たちだから出来ること。そこから始めることが大切なのではないでしょう

か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―２－ 
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内容 受付日 受付時間 備考 

 市原健康福祉センターは県の出先機関で、設立は昭和１９年市原

保健所として出発しました。現在、センターは、総務企画課、地域

保健福祉課、健康生活支援課の３課からなり、市内における病院等の

立ち入り検査、地域保健従事者の人材育成、飲料水・病原性を持つ

腸内細菌検査、未熟児等健康相談、思春期・女性のための健康支援、

精神保健、配偶者暴力相談、結核・エイズなどの感染症対策、食中毒

防止、動物愛護管理事業などを展開しているところです。 

女性のための健康相談 
第１火曜日 

第３火曜日 

１２：１５～１４：１５

１３：３０～１５：３０
予約制 

未熟児等発達相談 育児・栄養相談   

療育相談 

第３金曜日 ９：００～１０：３０

股関節脱臼・斜頚等の相談

精神保健福祉相談 第１・３・４金曜日 １４：００～１６：００ 予約制 

配偶者暴力（ＤＶ）相談 
電話：毎週月～金曜日

面接：毎週木曜日 
９：００～１７：００

電話：0436－21－3511

面接：予約制 

第２・４水曜日 １３：００～１４：００ 即日検査有：予約制 
エイズ抗体検査 

第２水曜日 １７：３０～１９：３０ 即日検査無：予約不要

水 質 検 査 第１・３火曜日 ９：００～１０：３０ 予約制：有料 

腸内細菌検査 第１～４水曜日 ９：００～１０：３０ 有料 

飼い犬・飼いねこ引取り 毎週木曜日 １３：３０～１４：３０ 有料 

 
 
  
 
 
 

【お問い合わせ】 市原健康福祉センター（市原保健所）地域保健福祉課まで 

 
 
 
 
 

―３－ 
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 障害部会は、２ヶ月に１回、３５もの当事者団体や関係機関が参加し、福祉 

サービスの充足状況の把握、地域の課題を解決するための調査研究、情報交換の 

場として開催されています。当事者・行政・施設・医療など、様々な分野からの 

出席があり、障害者支援の力強いネットワークが構築されています。 

 

今回の障害部会では、「交通バリアフリー」がテーマとして取り上げられ

ました。当事者が公共機関を利用した際の感想や意見が述べられたほか、 

交通バリアフリーに関する市民活動の様子も報告されました。         

           

           また、個別の課題を集中的に話し合い、解決の糸口を探ろうと、障害 

         部会から２つのワーキンググループが誕生しました。その活動をご紹介します。 

 

 

 
 
                                              
 
  
行政から 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 障害者の就労は、一度就労しても離職してし

まい、長い時間自宅に引きこもってしまうとい

ったケースが多く、就労支援だけではなく職場

への定着やその後の生活支援も重要になって

きています。その為に、障害者雇用の実態把握、

就労支援専門機関への取り組みの把握、支援

体制の構築、当事者からの声を聞く。このよう

なことに取り組みながら「市原型就労システ

ム」の提案をめざしています。 

 
 
 
 災害時、障害のある人は、一人での避難が困難

だったり、突発的な出来事にうまく対応できない

ことがあります。 

 支援を必要とする人の把握、安否確認の方法、

避難場所までの避難方法や経路、避難所で必要

な物品の把握。防災訓練に参加し、地域の人に 

障害を理解してもらう必要性。このようなことに 

「一人でも多くの命を助けたい」という思いで 

取り組んでいます。 

 
 
 
 
      主催：市原地域福祉フォーラム  共催：中核地域生活支援センターいちはら福祉ネット 

   地域福祉をテーマに、市民が個人レベルで参加し発言する「地域福祉フォーラム」 

  これを毎月主催している任意団体「市原地域福祉フォーラム」といちはら福祉ネット 

  が共催で、講演会を開催しました。 

   千葉県地域福祉支援計画推進作業部会委員・千葉県障害者計画推進 

 作業部会会長の宮代隆治氏を講師にお迎えし、「これで安心グループ 

  ホーム・・・？」と題して、障害のある人が地域で暮らす、グループ 

  ホームの現状と今後についてお話いただきました。実践に裏打ちされ 

  た先生のお話は、大変興味深く説得力があり、参加者の方からも 

  「具体的な話が聞けた」「有意義な時間を過ごせた」との声が上がっていました。 

－４－ 
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子育てを応援したい方（協力会員）募集！ 

                           
 

 市原市社会福祉協議会では、１１月スタートの「いちはらファミリー・サポート・センター」に

向けて、援助したい人（協力会員）を募集しています。この活動は、子育ての手助けをしてほしい

方（利用会員）と子育ての手助けをしたい方（協力会員）が、サポートし合い、安心してゆとりあ

る子育てができる環境づくりを目指す相互援助（有償）の活動です。 

 登録要件は、①市内に在住している方②心身ともに健康で、積極的に援助活動を行なっていただ

ける方③自宅で子どもを預かることができる方。 

【お問い合わせ】  市原市社会福祉協議会 地域福祉グループ ℡２４－００１１まで 

 

 

 

いちはらファミリー・サポート・センター１１月スタート！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   １１月は「児童虐待防止推進月間」です。 

                 児童虐待には、①身体的虐待②性的虐待 

     ③ネグレクト（養育保護義務の拒否・怠慢） 

④心理的虐待の４つがあります。        

                                       児童虐待防止法により、これらの疑いがある 

                                       時には、通告が義務付けられています。 

                                      通告先 

子ども福祉課（家庭児童相談室） 

  ℡０４３６－２３－９８０２（平日８：３０～１７：１５） 

バリアフリー工事

が終わり、エレベー

ターとスロープが

付きました。トイレ

も使いやすくなり

ました。 

                          千葉県中央児童相談所（子ども家庭１１０番） 

℡０４３－２５２－１１５２（２４時間対応） 

                                                  

平成１８年度 

こころの病気がわかる勉強会 

                                     『若年性認知症について』 

第２４回市原市福祉まつり 

 

市 内 の 障 害 者 福 祉 団 体 ・ 施 設 に よ る

作品展示・販売・模擬店など

日時：平成１８年１１月１２日（日） 

午前１０時～午後３時

場所：市原市役所１階正面玄関 

主催：市原市 

共催：市原市心身障害者福祉団体連絡協議会 

   社会福祉法人市原市社会福祉協議会 

磯ヶ谷病院 根本 豊實氏   

日時：平成１８年１０月３１日（火） 

午後２時～４時（受付は、午後１時４０分から） 

  場所：市原市保健センター３階 

参加者：市原市にお住まいの方。 

市原市内に通学・通勤している方。 

参加費：無料（先着１００名） 

【お問い合わせ】 

市原市役所 障害福祉課   ２３－９８１５ 

千葉県市原健康福祉センター ２１－６３９１ 
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 ・材料（４人分）・・・凍り豆腐４０ｇ、にんじん４０ｇ、枝豆４０ｇ、銀杏４０ｇ、 

しめじ８０ｇ、だし汁２カップ、塩４ｇ、砂糖大さじ１、しょうゆ少々 

            

作 り 方   ①凍り豆腐は水に浸けて戻し、水気を切って２ｃｍの角切りにする。 

②にんじんは、もみじやいちょうの型で抜き、しめじは小房に分けておく。 

③だし汁に調味料を加え、味付けした中に①②と枝豆、銀杏を加えて煮る。 

栄養士さんからおすすめの一言・・・ 

 「高野豆腐は、良質のたんぱく質やカルシウム、鉄分を多く含むヘルシー食材です。 

 一口サイズに切ることで、食べやすくなります。」 

  今回のレシピは、社会福祉法人市原福祉会 特別養護老人ホームふるさと苑栄養士・山田様より 

いただきました。 

 
 
 
 今月２日に市原市市民活動センターがリニューアル・オープンしました。その中に「市原市ボランテ

ィアセンター」があることをご存知ですか？ボランティアセンターは、市民の皆さんとボランティア

活動を結びつける窓口です。そこで今回は、「ボランティア」の語源について調べてみました。もとは、

ラテン語の「Volo(ウォロ・意思を持つ)」という言葉から派生した「Voluntas(ボランタス・自由意志)」

という言葉でした。やがてフランス語では「Volunte(ボランティ・喜びの精神)」という言葉になり、 

英語では人名称の「er」を付けて「Volunteer(ボランティア)」という言葉になりました。ちなみにドイ

ツ語では、「Volontar（ボランテル）」と言うそうですが、フランス語・英語・ドイツ語共に「志願兵・義勇

兵・有志兵」といった意味もあるそうです。１７世紀後半のイギリスでは、自らすすんで組織された自警

団に参加した人々を「ボランティア」と呼んでいました。今とは、歴史的背景が違いますが「自らすす

んで」という気持ちは、今も昔も同じようですね。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いちはら福祉ネットへの相談件数 

平成１８年度４月～９月 

   延相談件数１，８６９件 （新規１６７件）

    

   相談方法         対象者   

 電話１，５０９件    高齢者  ２３４件 

 訪問  １９７件    障害者１，１０２件 

 来所  １６３件     児童    １６０件 

             その他  ３７３件 

編 集 後 記 

 半年が経ち、ようやく広報誌を

発行することができました。いかが

でしたでしょうか？「いろいろな人

に読んでもらいたい」このような

思いで作ってきました。市原の地域

福祉を進めていく一助になればと

思います。また、ご意見やご感想が

あればお寄せいただき今後の広報誌

作りの参考にさせていただきたいと

思います。    （スタッフ一同）


